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平成 29年度 公益財団法人津山社会教育文化財団 事業報告書 

            （平成 29年 4月 1日～平成 30年 3月 31日） 

 

Ⅰ 平成 29 年度の概況及び平成 30 年度の取組み 

  平成 29 年度は当初予定した事業に加えて年度後半、下記事業を実施した。 

  ・歴史民俗館の自動火災警報装置取り付け。(消防署指導による) 

    ・来館者の増加を図るため、津山科学教育博物館(つやま自然のふしぎ館)のホー 

ムページの一新並びに「Google ストリートビュー」の導入。 

  平成 30 年度は以下に重点を置き財団運営に取組む所存である。 

  ・企画事業、広報活動の充実並びにホームページ一新による博物館入館者の増大を図り、 

   財団運営の基盤をより強固にする。 

  ・役員（理事、評議員、監事）の財団運営への参画を一層緊密にする。 

 

Ⅱ 公益目的事業の実施内容 

 （1）博物館の常設展示に関する事業（定款第 4 条 1,2,3 項）（事業費 9,574 千円） 

  ① 年間開館日数：開館日数 311 日、休館日数 54 日 

     （注）休館日 1,2,6,11,12 月：月、火曜日（但し祝日は開館） 

            3,7,9 月    : 月曜日（但し祝日は開館） 

   年末年始     :  12 月 29 日～1 月 2 日 

    ② 開館時間：午前 9 時～午後 5 時（入館は午後 4 時 30 分まで） 

  ③ 展示品、保管品 

a) 津山科学教育博物館  

名  称 数 量 備  考 

動物のはく製標本 1,200 点  

化石・鉱石類の標本 1,270 点 （一部ケース単位） 

昆虫（蝶類、蜘蛛類等）標本 220 点 （ケース単位） 

貝類標本 1,870 点 （一部ケース単位） 

人体生理標本（模型、実物） 130 点 実物標本は創設者の遺言による 

その他関連する標本類 460 点  

   (注)ケース単位：小物単品を複数個ケースに収納。 
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   ｂ) 歴史民俗館 

    

 

 

 

    

ｃ）森本慶三記念館（旧津山基督教図書館）    

   

 

 

 

④ 入 館 料                                                  （円） 

名  称 大 人 

（高校生以上） 

小 人 

（小、中学生） 

幼 児 

（4,5 歳） 

津山科学教育博物館      700 600 400 

歴史民俗館   500 300 無料 

両館共通 1,000 700 400 

森本慶三記念館   無料（見学は予約制） 

   (注) 団体（20 人以上）、障がい者、高齢者（70 歳以上）割引制度有 

 

⑤ 入 館 者                            （人） 

 月 津山科学教育博物館 歴史民俗館 両館共通 無 料＊ 合 計 

 ４月 1,433      16     44    111   1,604 

５月     1,614      26     45    214    1,899 

６月      740      23     45     69     877 

  7 月       1,161       4     56    125    1,346 

８月 3,475    15 63  298 3,851 

 ９月   1,077    13     42    102    1,234 

＊幼児 3 歳以下、友の会、招待者等 

名  称 数 量 備  考 

津山商人、津山藩及び 

キリスト教関連資料 

 

690 点 

蔵書類はｃ）にまとめて計上 

その他関連資料 100 点  

名  称 数 量 備  考 

図  書 66,800 冊 書庫に保管 

備  品 210 点  



- 3 - 

 

 

  ＊幼児 3 歳以下、友の会、招待者等 

 

  ( 2) 企画事業 （定款第 4 条 1 項）            （ 事業費(1)に含む ） 

①  津山科学教育博物館 

ａ）ナイトミュージアム 

  ・内容：夜間（18 時～21 時）博物館を開放し、暗やみの中動物はく製等の 

展示物を観察する。 

 ・対象及び期日：一般、８月１０日～１７日(８日間) 

ｂ) 博物館実習 

 ・内容：学芸員資格取得希望の学生に対し、学芸員資格取得のための 

博物館実習を実施。 

・対象及び期日：岡山理科大学他５名、 8 月 2１日～8 月２９日（8 日間） 

ｃ）館内研修(その１) 

 ・内容：館内見学と動物標本の作製過程、展示手法についての研修。 

・対象及び期日：玉島公民館４０名（10 月４日） 

    ｄ）館内研修(その２) 

           ・内容：館内展示動物を観察、その特徴を把握する。 

・対象及び期日：津山高校理数科４５名（1２月１０日） 

 ② 歴史民俗館 

   本年度はなし。 

月 津山科学教育博物館 歴史民俗館 両館共通 無 料＊ 合  計 

10 月      1,455      32      23    116   1,626 

11 月      1,275      15      23     81   1,394 

12 月       475       6      21     46    548 

1 月       455      13      12     44    524 

2 月       699       5      13     76    793 

3 月       997      23      49     97   1,166 

合 計    14,856    191    436  1,379 16,862 

昨年度     13,726     160     328   1,086  15,300 
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（3） 展示品、資料の収集等（定款第 4 条１,２,３項） 

  ・ 資料の購入：なし   

  ・ 資料の貸与：兵庫県「人と自然の博物館」へペンギン５羽を貸与。 

         （貸与期間：2９年３月～３０年４月） 

（4） 森本慶三記念館（登録有形文化財）の建物維持管理及び蔵書の一般公開。 

 

Ⅲ その他 

 (1) 主務官庁の許認可及び承認に関する事項 

  該当なし 

(2)  契約に関する事項 

  該当なし 

(3)  寄付金に関する事項  

  「つやま自然のふしぎ館友の会」積立金及び個人から寄付金。 

(4)  主務官庁の指示に関する事項 

  該当なし 

(5)  税法上の収益事業の有無 

  該当なし                         

以 上 
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